








く研究目的>

  母子保健福祉に関する情報には膨大な量があるが、必ずしも有効に活用されているとは

いえない。またコンピュータの普及、発展にともない、どのような形での情報提供が望ま

しいか検討すべき時期にあるといえる。そこで、前述のリサーチ・クエスチョンにもとづ

き、母子保健福祉情報のコンピュータを介した提供のあり方、コンピュータの利用状況を

検討するとともに、とくに母子保健福祉情報の集積されている「厚生省心身障害研究報告

書」のデータベース化をすすめるための条件、方法について検討を行った。


